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外部行政評価委員会の審査概要と総評 

 

 
令和５年度のにかほ市外部行政評価委員会は、令和５年７月６日から７月３１日ま

で計３回開かれ、令和４年度事務事業の中から８事業を評価したので、その審査概要

を報告するとともに総評を述べる。 

評価に先立って、事務局から昨年度の評価の中で B 評価だった 6 件について、その

後の経過、特に評価委員から指摘があった事項のフォローアップ状況についてまとめ

たものを提示された。 

一年前の評価なので、委員の中には忘れておられる方もあり、また今年度初めて参

加の委員の方もいらっしゃったので、これについての質問は無かった。 

しかし、委員の方も指摘はしたが、本当にその指摘が活かされているのか、言いっ

ぱなしになっていないかが心配なところであったので、良い試みであったと思う。 

今後も続けていってほしい。 

 

８事業の選定は、総務課総務行革班から示された３５事業の中から委員が投票を行

い希望の多い順に決定し、更に総務行革班で調整していただいた。 

評価は例年どおりＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で行い、Ａ評価８件中５件、Ｂ評価が２

件、C 評価 1 件となった。ほとんどの事業は継続していくという評価であったが、 

C 評価になった「すこやか子だから祝金事業」については、目的はよく理解できるが、

少子化対策という大きな課題には他の関連する事業との兼ね合いもあると思うので、

見直しの上継続してほしい。 

 

次に意見の多かった事業について、評価の内容について若干述べさせていただく。 

① 「豊かな里山林整備事業」については里山整備と銘打っているにもかかわらず、

実施しているのは熊が出没したところや、出没しそうなところの草刈りや伐採を

しているのみであり、里山林整備という事業名にそぐわないのではないかという

意見が出た。 

② 「すこやか子だから祝金事業」については、祝金を出すという主旨については良

いのだが、この事業だけでは少子化対策や子育て世帯の負担軽減にはならないの

ではないかという意見が出て C 評価になった。 

③ 「ふるさと納税特産品返礼事業」については、久しぶりに委員全員が A 評価とい

うことで、このままで継続してほしい。納税額も増えてきているし、クラウドフ

ァンディングで集めて実施したスケボーパーク事業も好評であった。 
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ここで、今後の外部行政評価を行うにあたっての委員長としての要望を述べる。 

市の事業は達成すべき上位の方針・目標があり、その下に目標を達成するために種々

の施策・事業がぶら下がっていて、それら個別の事業を合わせて大きな目標を達成す

るようになっていると思う。 

市の担当者は個別の事業を担当しているので、それ以外の事業についてはそれほど

詳しくないのが普通である。 

ところが、委員の側は評価をする個別の事業が、大きな全体の事業をカバーしてい

ると思ってしまい、全体にかかわる質問をする場合があり、質疑がかみ合わなくなっ

てしまうということが起こる。 

今回の事業でいえば「豊かな里山林整備事業」と「すこやか子だから祝金事業」な

どがそれに該当した。 

その時点でも事務局と話をしたが、来年度以降は、委員が全体の方針と個別の事業

が分かるような工夫をしてほしい。 

いずれの事業も担当課のメンバーが一生懸命に進めておられるのがよく分かったが、

中には４月から担当になられて、まだ不慣れな状態で評価に臨まなければならなかっ

た担当者もおられるようであった。課長や班長が 4 月から新しくなった事業について

は外部評価をするかしないかをよく考えてほしい。まだ不慣れで委員の質問にまとも

に対応できないことにもなる。 

また事業の中には対面で行う必要がある場合などのように、コロナの影響によって

きちんとできなかった事業も評価の場に出さない方が良いと思う。 

来年度以降もよりよい評価ができるように、事務局には見直しをお願いしたい。 

 

市民の代表である９名の委員からは、それぞれの事業に対して多くの質問や意見が

出されたが、質問や意見を通じて市が行う事業をより良くするため、あるいは市民が

にかほ市に住みやすくするための意見や質問なので職員の方々は真摯に受け止めてほ

しい。 

市民に対する行政サービス、事業効果を考え、部門を横断して業務に取り組み、常

に業務改善に重点を置きながら進めてほしい。地元振興や移住、少子化対策などの事

業は複数の部門に渡っており、一段の高所から調整や決断が必要に思う。 

 

今回外部評価を行ったのは８事業のみで全事業から見るとほんの一部であり、内部

での評価をきちんと行い、常に原点に立ち戻って事業を執行してほしいし、外部行政

評価委員会の指摘は他の事業にも水平展開してほしい。 
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今後の行財政運営が市民の視点に立った成果重視型行政の確立という外部行政評価

の目的を理解し、一層効率的かつ効果的な施策を展開されることを期待する。地方創

生や総合戦略に基づいた事業など、今後にかほ市が取り組むべき課題は多いが、適宜

外部の力も借りながら、にかほ市約２万３千人の住民が安心して暮らせるまちづくり

を推進してほしい。 

 

 

 

令和５年 9 月 30 日 

 

にかほ市外部行政評価委員会 

委 員 長 小笠原   正 

副委員長 由 利 栄 美 

委  員 渡 部 幸 悦 

佐 藤 美恵子 

関 戸 昭 子  

竹 内   賢 

にかほ市観光協会 

    伊 藤 武 久 

にかほ市社会福祉協議会 

須 田 智 子 

北都銀行象潟支店 

石 井 智 也 
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●会議の開催経過 

会 議 日時・場所 内   容 

第１回会議 令和 5年 7月 6日（木） 

にかほ市役所 象潟庁舎 

大会議室 

評価作業（2事業） 

福祉課 

 農林水産課 

第２回会議 令和 5年 7月 24日（月） 

にかほ市役所 象潟庁舎 

大会議室 

評価作業（3事業） 

子育て支援課 

地域包括支援センター 

スポーツ振興課 

第３回会議 令和 5年 7月 31日（月） 

にかほ市役所 象潟庁舎 

大会議室 

評価作業（3事業） 

観光課 

総合政策課 

総合政策課 

 

●評価対象に選定された事業（評価） 

① 障害者交通費助成事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・福祉課（Ａ） 

② 豊かな里山林整備事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・農林水産課（Ｂ） 

③ すこやか子だから祝金事業・・・・・・・・・・・・・・ 子育て支援課（Ｃ） 

④ 地域支援事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・地域包括支援センター（Ａ） 

⑤ スポーツ合宿等誘致事業・・・・・・・・・・・・・・ スポーツ振興課（Ｂ） 

⑥ 観光プロモーション事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・観光課（Ａ） 

⑦ 結婚支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 総合政策課（Ａ） 

⑧ ふるさと納税特産品返礼事業・・・・・・・・・・・・・・ 総合政策課（Ａ） 

 

●評価の区分 

評価は、次に示す４区分によるものとし、意見や提言等を付すものとした。 

評価Ａ 現状の水準（比較的簡易な見直しを含む）で事業を実施 

評価Ｂ 見直しのうえで実施 

評価Ｃ 根本的見直しが必要 

評価Ｄ 事業の休止または廃止  
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市行政評価推進チームが示した３５事業 

令和４年度事業 

№ 基本方針 
重点 

目標 
事業名 事業の概要  

課・班名 

（Ｒ４年度） 

1 

快適に暮ら

せるまち 

  

  

  

  

安全・安心

なまちづくり 

消費者行政

推進事業  

消費生活センターを設置し、多

様化する悪質商法や特殊詐欺

から市民を守るため、相談窓口

の充実や関係機関との相互連

携や情報共有により、被害未然

防止や被害回復を図る。 

生活環境課 

2 

心と体の健

康づくり 

人間ドック助

成事業 

疾病の早期発見と早期治療およ

び望ましい生活習慣を身に付け

るために、自身の健康状態を総

合的に把握する手段となる人間

ドック検査について、その費用

（オプション除く）について、40、

50、60歳は検査費用の半額、そ

れ以外は 10,000円を助成する。 

健康推進課 

3 

中学生ピロリ

菌抗体検査

事業 

中学２年生に対してピロリ菌抗

体検査を実施する。陽性判定で

あった生徒に対して、保護者の

同意が得られた場合除菌治療

を行う。除菌の際は 1,000円以

外全て公費負担で実施する。 

健康推進課 

4 

  

人にやさし

いまちづくり 

障害者交通

費助成事業 

 在宅障害者（児）の通院、通所

等に必要な交通費の一部を市

が独自に助成する。 

健康推進課 

5 

重度障害者

移送費給付

事業 

在宅重度障害者（児）の社会参

加の促進のため、対象者にタク

シーの小型車初乗運賃相当額

（基本料金）に利用できるタクシ

ー利用券を交付する。 

健康推進課 

6 

子育てしや

すいまち 

若い世代の

希望実現 
結婚支援事

業 

民間の結婚相談所と連携し、１

年以内に成婚を目指すための

入会支援及び財政的支援 

総合政策課 
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7 

  

子育てしや

すいまち 

  

  

  

若い世代の

希望実現 

  不妊治療費

助成事業 

子どもの誕生を待ち望む夫婦

への経済的支援として、３種類

の治療（特定不妊、一般不妊、

不育症治療費）の助成を実施

し、必要に応じて相談や情報提

供を行う。 

健康推進課 

8 
妊産婦医療

費助成事業 

母子手帳の交付を受けた日か

ら出産した翌月の末日まで妊産

婦が保険診療分の医療費及び

妊婦健診受診券使用時に支払

った受診券以外の検査費用に

ついて、30,000円を上限に助

成。多胎妊婦は 50.000円を上

限に助成。妊娠期間中に入院

した妊産婦についても上限額を

50,000円にする。 

健康推進課 

9 
福祉医療費

助成事業 

乳幼児及び児童（18歳に達す

る年度末まで）、ひとり親家庭の

児童及び親、高齢身体障がい

者、重度心身障がい者の医療

費の自己負担分、及び福祉医

療受給対象者の入院時食事療

養費の 1/2 を助成する。【ひとり

親家庭と高齢身体障がい者は

所得制限あり。】  

市民課 

10 
すこやか子

だから祝金 

にかほ市に１年以上居住してい

る世帯において戸籍上第２子

以降が出生したときに祝金を支

給する。（第２子１０万円、第３子

以降２０万円 

子育て支援

課 

11 

子ども家庭

総合支援拠

点事業 

子どもとその家庭及び妊産婦の

福祉に関し、継続的かつ総合

的に支援する拠点の整備 

子育て支援

課 
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12 

高齢者が元

気なまち 

高齢者の生

活支援  

地域支援事

業「任意事

業」 

介護給付等にかかる費用の適

正化を図るための「介護給付費

等費用適正化事業」、介護方

法の指導や要介護被保険者を

現に介護する者の支援、認知

症高齢者の見守りに関する事

業を行う「家族介護支援事

業」、その他被保険者の自立し

た日常生活の支援のために必

要な事業（成年後見制度の利

用促進、地域の見守りネットワ

ーク作り等）を実施。 

包括支援セン

ター 

13 

若者に魅力

のあるまち 

  

  

にかほの魅

力発信 

  

  

移住・定住促

進事業（住居

支援） 

住宅を取得した移住者や賃貸

住宅に入居した移住者に対し

て、奨励金等による支援を実施

する。 

商工政策課 

14 

移住・U ター

ン推進協議

会事業、お

試し移住体

験事業参加

費等補助金

事業 

行政と市内の関係団体で構成

される移住・Ｕターン推進協議

会を運営し、人口減少によって

生じる地域課題を共有しなが

ら、「オールにかほ」として市全

体で総合的に展開しながら移

住・定住促進事業を実施する。

また、本市への移住を検討して

いる者に対して、移住・U ターン

推進協議会（市）が実施するお

試し移住体験事業の参加に要

する費用の一部を補助する。 

商工政策課 

15 

UIJ ターン情

報発信強化

事業 

移住先の候補になるよう本市の

魅力や移住支援等を発信する

ため、移住希望者に対し専用ポ

ータルサイトなど様々な媒体・

手法による情報発信を実施 

商工政策課 

16 

移住・定住コ

ミュニティ創

出事業 

首都圏等に居住する移住希

望者等のコミュニティと地域

住民によるコミュニティを形

成するため交流イベント等を

実施、移住者を支援する中

間支援組織として定住サポ

ーターの体制を構築する。 

商工政策課 
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17 

若者に魅力

のあるまち 

  

にかほの魅

力発信 

 
移住定住促

進空き家等

活用住宅事

業 

市内の空き家を借り上げて整備

し、本市への移住・定住に向

け、本市の生活環境等を体験し

たり実際に生活しながら定住用

住宅を探したりするための住宅

として移住希望者等に貸付す

る。 

商工政策課 

18 
移住・就業支

援事業 

秋田県との共同実施により、東

京圏から移住し、市内の対象企

業等に就職した方などに移住

支援金を交付 

商工政策課 

19 

人と文化が

豊かなまち 

  

みんなが楽

しめるスポ

ーツ振興 

  

スポーツ合

宿等誘致事

業 

市外からのスポーツ合宿により

市内宿泊施設、市内スポーツ

施設を利用する団体に対し、各

区分、上限により宿泊日数×人

数で支援。 

スポーツ振興

課 

20 

オリンピック

パラリンピッ

クレガシー事

業 

東京 2020大会ホストタウン事業 
スポーツ振興

課 

21 

稼ぐ力が強

いまち 

  

  

稼ぐ農林業

の育成 

  

  

イチジク産地

化支援事業 

いちじく生産拡大のための資材

等購入費に対する補助金（５

割）や研修会、勉強会、商談会

等への助成（１０割）。 

農林水産課 

22 
スマート農業

推進事業 

①散布用ドローン本体・付属設

備等の購入費の、税抜事業費

の３分の１以内（千円未満切

捨、上限１００万円）を補助金と

して交付する。 

②市内農家が設立した「にかほ

スマート農業研究会」に対し運

営補助金を交付。 

農林水産課 

23 
豊かな里山

林整備事業 

クマ等の野生動物と人との不和

が生じている森林を、緩衝帯等

の整備（現況調査・測量～森林

整備）により野生動物の出没抑

制を図る。 

農林水産課 
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24 

稼ぐ力が強

いまち 

  

  

 

稼ぐ農林業

の育成 

  

 

就農アドバイ

ザー業務委

託事業 

就農アドバイザー1人を委託

し、新規就農者の確保やフォロ

ーアップ、営農定着を支援す

る。（100,000円/月×12 ヶ月） 

農林水産課 

25 

魅力ある企

業づくり 

  

  

創業チャレン

ジ補助金事

業 

市内における新たな事業の創

出を促進し、市内産業の振興と

活性化を図ることを目的として、

市内で新たに創業する者に対

し、その創業に要する経費の一

部を補助。 

商工政策課 

26 

認証取得促

進助成事業

費補助金 

市内に事業所を有する中小企

業の企業競争力を強化し市内

工業の活性化を促進するため、

航空機や自動車産業等の成長

分野や、無人航空機の技能認

証取得などの先端技術に対し

て支援することで、取引拡大や

新規事業への展開を目的とした

認証の取得に取り組む中小企

業者を支援する。 

商工政策課 

27 
企業立地促

進条例事業 

工業の更なる振興及び情報通

信業やコールセンター業などの

新たな産業の進出を図るため、

固定資産税の課税免除や設備

投資助成、雇用奨励金の交付

等の奨励措置を講ずることで新

規・既存問わず企業の生産性

向上や雇用拡大を達成する。 

商工政策課 

28 
企業人材育

成支援事業 

本市製造業を支える人材の育

成を通し、高い技術力を要した

工業基礎の確立と国内外で競

争力を持った企業を創出するた

め各種研修による人材教育を

行う。 

商工政策課 
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29 

稼ぐ力が強

いまち 

 

魅力ある企

業づくり 

 
若者職場定

着支援事業 

市の基幹産業である製造業を

中心に、新卒者等の若年就業

者を対象とした職場定着につな

げるための事業を実施する。 

商工政策課 

30 

自然と文化

を融合した

観光振興 

  

  

ワーケーショ

ン推進事業 

サテライトオフィスの進出や新た

な企業誘致・人材誘致につな

げる市内の環境整備を、首都

圏をはじめとした市外企業を対

象に実施する（ワーケーションフ

ィールド構築事業）。その足掛

かりとして、にかほ市ワーケーシ

ョン事業実施支援補助金を活

用し、市外のリモートワークなど

の多様な働き方を推進する企

業を対象に、本市の人や自然

環境といった地域資源を活用し

たワーケーションプログラムを提

供する。 

商工政策課 

31 

観光２次アク

セス推進事

業 

 観光客等が空港からの交通

手段及び市内観光地への交通

手段の整備し運行する。 

○エアポートバス（秋田、庄内

空港～市内） 

○乗り合いタクシー（JR仁賀

保、象潟駅～中島台・元滝、仁

賀保高原） 

○鳥海山観光登山バス「鳥海

ブルーライナー」（市内～鳥海

山 5合目鉾立） 

観光課 

32 
観光ＤＸ推

進事業 

コロナ禍を契機に観光形態が

大きく変わりつつあり、これまで

の「見る」から「触れる・体験す

る」観光を、ＡＲ技術を用いるこ

とでより視覚的に伝えることがで

きるようになり、観光客がより深

い観光体験を行うことができる

ため、本事業を観光振興策の

目玉コンテンツとして整備し観

光客のさらなる誘致を図る。 

観光課 
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33 

稼ぐ力が強

いまち 

 

自然と文化

を融合した

観光振興 

 
観光プロモ

ーション事業 

ご当地ヒーローである超神ネ

イガーを活用したＳＮＳ等によ

る観光情報の発信、来訪した

観光客と交流しながら観光ス

ポットの紹介や地域の魅力を

伝えることでの交流人口の拡

大を図る。 

観光課 

34 

市民と行政

が協働でつ

ながるまち 

  

活力あるコミ

ュニティづく

り 

地域振興交

付金事業 

市内旧小学校区 8地区毎に

協議会を設立し、地域の課題

解決のための事業を地域住民

の創意工夫で自主的に行う。 

総合政策課 

35 

効率的な行

財政運営 

ふるさと納税

特産品返礼

事業 

 出身地や応援したい自治体

に対し寄付できる制度（税控

除の対象）について、より多く

の寄付額を得ようとするもの

で、そのための周知や返礼商

品充実などを整えるとともに、

寄付者に対し返礼として希望

する本市特産品を送付する。 

総合政策課 

 

※ 太字の８事業が外部評価事業 
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《令和５年７月６日（木） 第１回委員会》 

 

№ 事業担当課名 事 業 名 事業種別 

1 福祉課 障害者交通費助成事業 直営 

 

事
務
事
業
の
概
要 

事 業 内 容 
在宅障害者（児）の通院、通所等に必要な交通費の一部を市が独自に助

成する。 

事業の対象 

人工透析のため週２回以上通院している人、身障手帳１～３級、療育手

帳Ａ・Ｂ、精神障害者手帳１～２級のいずれかを所持する者で週３回以

上施設等に通所、通勤、通学している人。 

活 動 内 容 
月の半数以上継続して通院、通所、通学等のため交通機関を利用しなけ

ればならない場合、距離に応じて交通費を助成する。 

目的・成果 
必要な治療、サービスや訓練等を受けやすくし、自立と社会参加を促進

する。 

 

評 
 

価 

Ａ 

・大切な事業であり、今後も継続してもらいたいが、支給要件

等や金額の妥当性について再度検討してもらいたい。 

Ａ：７人 Ｂ：１人 Ｃ：０人 Ｄ：０人 

評
価
委
員
か
ら
の
意
見
等 

・ 金額について、月々に換算すると微々たるものであるようだが、他市町村

の事例と比較検討のうえ精査し、今後も実施してもらいたい。（もっと支給 

してもよいかどうか） 

・ 週一回程度だと支給されないことになるが、それは妥当なものかどうか。 

（要件により支給されない方は全く支給されないことになる） 

・ 障害者の方の命に係わることなので、今後も継続していってほしい。 

・ 該当者については自己申告ほか各事業所に照会しているとのことだが、把

握漏れのないように今後も周知を計っていってほしい。 
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《令和５年７月６日（木） 第 1回委員会》 
 

№ 事業担当課名 事 業 名 事業種別 

2 農林水産課 豊かな里山林整備事業 直営 

 

事
務
事
業
の
概
要 

事 業 内 容 
クマ等の野生動物と人との不和が生じている森林を、緩衝帯等の整備

（現況調査・測量～森林整備）により野生動物の出没抑制を図る。 

事業の対象 
にかほ市民 

 

活 動 内 容 
秋田県水と緑の森づくり税事業を活用し、藪化・過密化している森林

の藪払い等の実施を行う。 

目的・成果 

クマ等の野生動物が出没し、人的な被害などのおそれのある森林にお

いて、緩衝帯等を整備し、野生動物の出没の抑制を図るとともに、主

要道路や通学路沿い等の藪化・過密化している森林を整備し、森林環

境の保全や景観の向上を図る。 

 

評 
 

価 

Ｂ 

・クマの目撃が相次ぐ中で重要な事業である。 

・クマの出没が非常に増えているため、クマが出やすい場所を

少なくできるよう力を入れて継続してもらいたい。 

Ａ：３人 Ｂ：５人 Ｃ：０人 Ｄ：０人 

評
価
委
員
か
ら
の
意
見
等 

・ 藪化したところはたくさんある。放置された山林もある。藪化されたとこ

ろはいくらやっても次々ときりがなく、放置された山林を自己管理するこ

とができない方々も年々増加しているのではないかと思う。そうしたこと

に対して、より低コストで成果が得られる方法のところに検討の余地があ

る。また、所有者を把握し、自己管理を呼びかけていくアプローチを検討

してほしい。 

・ 放置された山林に関しての把握と、困難だとはおもうが、前述のアプロー

チのためにもその所有者の把握に努めてほしい。 

・ いろいろやり方があるかと思われるが、一案として所有者の方と連携を深

めて対策していくための連絡協議会を立ち上げるなど、工夫して前進させ

てもらいたい。 
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《令和５年７月 24日（月） 第２回委員会》 

 

№ 事業担当課名 事 業 名 事業種別 

３ 子育て支援課 すこやか子だから祝金事業 直営 

 

事
務
事
業
の
概
要 

事 業 内 容 
にかほ市に１年以上居住している世帯において戸籍上第２子以降が出

生したときに祝金を支給する。（第２子１０万円、第３子以降２０万円） 

事業の対象 戸籍上第２子以降の子どもの出生時に、生計を一にする父または母 

活 動 内 容 
第２子出生時１０万円、第３子以降出生時２０万円を支給し、子育て

世帯の負担の軽減を図る。 

目的・成果 
少子化対策及び子どもの健康な成長に資するため子育て世帯の負担を

軽減する。 

 

評 
 

価 

Ⅽ 
・算定根拠を見直したうえで、移住政策の観点からも、第１子

からの支給とし、できるだけインパクトのある額にしてほし

い  

Ａ：０人 Ｂ：３人 Ｃ：６人 Ｄ：０人 

評
価
委
員
か
ら
の
意
見
等 

・ 事業実施に当たっては算定根拠等について把握されたうえで随時改善検討

するような形で進めてほしい。毎年やっているからこのようにやっている

というように捉えてしまう。 

・ 他市町村と比較検討した際にインパクトがない。移住政策の視点からみて

も、全国で目立つ施策がないといけないと思うので、横並びではなく、で

きるだけもっと大きな金額にするなど、全国的にも目立つインパクトが欲

しい。 

・ 第１子のときのほうがなにかと大変で、ハードルが高いので、第１子から

助成してもらいたい。相当な額になると思われるので難しいかもしれない

が、根拠を持ったうえで改善してもらいたい。 

・ 市民全体へ周知をもっと図ってもらいたい。 

・ 補助額を引き上げても、効果が得られないことに関して、コロナ禍などの

状況があるなどの、随時状況の分析や見極めをやってもらいながら改善し

ていってほしい。 

・ 自分としては「お祝い金」ということで、出生率云々ではなくおめでたい

プレゼントという形で良いと思う。ただ、出生率の低迷の問題については、

出産に至る以前に、独身でいる方々が結婚に対するハードルが高いと感じ

ていることのほうが問題だと考える。 
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《令和５年７月 24日（月） 第２回委員会》 
 

№ 事業担当課名 事 業 名 事業種別 

４ 
地域包括支援セン

ター 
地域支援事業（認知症サポーター養成講座） 直営 

 

事
務
事
業
の
概
要 

事 業 内 容 
地域、職域、学校等の一般住民を対象に概ね 90分程度の認知症に関す

る講座を実施し、「認知症サポーター」を養成する。 

事業の対象 
一般市民等（地域、職域、学校等において認知症の人とその家族を支

える意欲を持つもの） 

活 動 内 容 

講座の開催に当たっては認知症に関する基本的な知識や介護経験があ

り、キャラバン・メイト養成研修を受けた地域包括支援センター職員

が企画・運営、実施する。 

目的・成果 

認知症に関する正しい知識を持ち、偏見を持たず、地域や職域におい

て認知症の人や家族を温かい目で見守り、支援する「認知症サポータ

ー」を養成することにより、認知症の人や家族が安心して暮らし続け

ることのできる地域づくりを推進することを目的とする。 

 

評 
 

価 

A 

・子どもから幅広く受講の機会を設けつつ、継続してほしい 

・フォローアップも今後実施してほしい 

Ａ：８人 Ｂ：１人 Ｃ：０人 Ｄ：０人 

評
価
委
員
か
ら
の
意
見
等 

・ ほとんどの小中学生が受講していてすばらしい。特に、受講した感想のな

かで「認知症の人だけでなく困っている人に対して思いやりをもって接す

ることが大事」という感想を引き出したのがとても良い。こうした優しい

気持ちを持たせていってほしい。 

・ 人数 200 人の目標値はにかほ市の小学４年生だけですぐ達成できると思う

のでもっと多い人数を目標とする方が良い。 

・ 子どもより、実際親の介護等に直面する 40～60 代の方の意識が問題であ

る。なかなか一般的には受けていない人が多いように感じるのでこちらへ

も受講を促進してほしい。 

・ 家族としては、認知症の身内を隠そうとしたり、施設にすぐ入れようとし

たりする人も少なくないように思うので、正しい知識を備える意味でもさ

らに拡大してほしい。 

・ フォローアップ研修もあるとのことで、一度受講してから時間が経ってい

る人にもぜひ今後実施していってもらいたい。 
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《令和５年７月 24日（月） 第２回委員会》 
 

№ 事業担当課名 事 業 名 事業種別 

５ スポーツ振興課 スポーツ合宿等誘致事業   直営 

 

事
務
事
業
の
概
要 

事 業 内 容 
市外からのスポーツ合宿により市内宿泊施設、市内スポーツ施設を利

用する団体に対し、各区分、上限により宿泊日数×人数で支援。 

事業の対象 
にかほ市内のスポーツ施設及び宿泊施設を利用してスポーツ合宿を実

施するにかほ市外のスポーツ団体。 

活 動 内 容 
補助金の交付。スポーツ団体や市内宿泊業者と連携した合宿誘致を行

う。 

目的・成果 
合宿誘致を行い、地元チームとの交流試合や合宿練習の斡旋など地域

内交流の促進を図る。 

 

評 
 

価 

Ｂ 

・スポーツ施設の一覧をわかりやすく表示すべき 

・具体的な目的をもたせて、実施してほしい 

 

Ａ：０人 Ｂ：７人 Ｃ：２人 Ｄ：０人 

評
価
委
員
か
ら
の
意
見
等 

・ 未だ実績がないとのことであるが、まず貸出できるスポーツ施設や宿泊規

模等の一覧がチラシにもほしい。また、SNSでの情報発信も考えてほしい。

HP等に載せただけでは気づきにくい。 

そうなるとなおさら応募まではいかないと思われる。 

・ まだ実績もなく、目標値も設定されていないため、表面的な印象を受ける。

目的を明確化して、具現化し、更に踏み込んで実施してほしい。 

・ にかほ市はサッカーのイメージが強かったが、最近スケボーパークもでき、

今後更なる活用が期待されるため、そういった競技の試合等を行う場所と

しての利用なども検討してもらいたい。 

・ 商工観光部内で話し合って見直しいただきたい内容になるが、スポーツ部

のみならず、例えば写真、俳句、美術など、にかほ市の風光明媚な土地柄

を活かして文化部のツアーとしての活動にも使えるような誘客の利用につ

いても検討してはどうか。 
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《令和５年７月 31日（月） 第３回委員会》 
 

№ 事業担当課名 事 業 名 事業種別 

６ 観光課 観光プロモーション事業 民間委託 

 

事
務
事
業
の
概
要 

事 業 内 容 

ご当地ヒーローである超神ネイガーを活用したＳＮＳ等による観光情

報の発信、来訪した観光客と交流しながら観光スポットの紹介や地域

の魅力を伝えることでの交流人口の拡大を図る。 

事業の対象 観光客及び市訪問者 

活 動 内 容 

・専用のポータルサイトで他の地域にはないユーモラスな動画での観

光ＰＲ ・フォロワー数 10万人を越える Twitterでの観光情報の発信

やイベントの紹介をＰＲ ・「街角ネイガー」などをフックとした来訪

目的を仕掛けて誘客促進を図る 

目的・成果 

観光客を中心に本市の認知度向上とイメージアップを図るため、地域

の魅力を超神ネイガーならではの切り口で発信して観光プロモーショ

ンを進めます。 

 

評 
 

価 

A ・ コロナ禍においてネイガーを活用して PR した事業である

が、今後も諸所改善したうえで実施継続してほしい。 

Ａ：５人 Ｂ：３人 Ｃ：１人 Ｄ：０人 

評
価
委
員
か
ら
の
意
見
等 

・今まで国からのコロナ対策補助金を活用できたとのことで、今後の財源確保

を検討して継続して実施してほしい。 

・コロナ禍において、ネイガーによる PRを実施されてきたとのことであるが、

コロナ禍が終わり、現在リピーターとしての集客はこれからが実績となると

思うので、そちらをターゲットにした観光施策も検討してほしい。 

・ゲンキリチャージのカードについて、４枚集めれば特典と引き換えなども検

討してほしい。（→反対意見として、カードはカードで特典などではなくこ

のまま、子供が喜んでもらって帰る等の目的であるのでそのままでいい。） 

・ゲンキリチャージプロジェクトとしては非常に良いと思うが、お客様の声と

して聞こえてきたのが、ショーのレベルが物足りない。また、方言がいまい

ちウケていない。委託会社に対して、こういった点の改善をしてほしい。ま

た、浅草などは何度も行っているが、例えば丸の内など、未だ行ったことの

ない場所へももっと赴いて PRしてもらいたい。 

・県内外でにかほっぺんの人気が大変高いため、もっと活用してほしい。 

・ネイガーによるこの事業のほか、SNS が苦手な年代に対しても PR を検討し

てほしい。にかほ市の風光明媚な観光名所のＰＲにも力を入れてもらいた

い。 
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《令和５年７月 31日（月） 第３回委員会》 
 

№ 事業担当課名 事 業 名 事業種別 

７ 総合政策課 結婚支援事業 民間委託 

 

事
務
事
業
の
概
要 

事 業 内 容 
民間の結婚相談所と連携し、１年以内に成婚を目指すための入会支援

及び財政的支援 

事業の対象 市内の独身者 

活 動 内 容 
民間の結婚相談所に婚活サポートを業務委託し、そこに入会するため

の入会金と活動サポート費を支援する 

目的・成果 結婚願望があり、出会いを求めている独身者が、短期間で成婚に至る。 

 

評 
 

価 

Ａ ・チラシのデザインを工夫・改善し、ＳＮＳ含め情報の発信の

仕方を再度検討したうえで、今後も継続して実施してほしい 

Ａ：７人 ２人 Ｃ：人 Ｄ：０人 

評
価
委
員
か
ら
の
意
見
等 

・すごくいい事業だと思う。実際にこの事業でめぐり逢い、お付き合い中であ

るとか、成婚したケースを耳にしているので、ぜひ継続してもらいたい。 

・チラシを見た時点で、市役所に自分が申し込みしたらバレてしまうのではな

いかと誤解を持たれる方がいると思われる。そう思われないように、チラシ

のデザインをもっとわかりやすくなるように工夫するべき。 

・ＳＮＳを活用した情報発信を検討してほしい。その方が申し込みもしやすく

なるように思われる。 

・目的として、婚姻数を増やすことで出生率の増加につなげるとあるが、これ

についてはもう一つのハードルではないかと思われる。 

・この事業を知らない市民がとても多いように思われるため、周知を図っては

どうか。 
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《令和５年７月 31日（月） 第３回委員会》 
 

№ 事業担当課名 事 業 名 事業種別 

８ 総合政策課 ふるさと納税特産品返礼事業   直営 

 

事
務
事
業
の
概
要 

事 業 内 容 

出身地や応援したい自治体に対し寄付できる制度（税控除の対象）に

ついて、より多くの寄付額を得ようとするもので、そのための周知や

返礼商品充実などを整えるとともに、寄付者に対し返礼として希望す

る本市特産品を送付する。 

事業の対象 
・にかほ市出身者 

・本市に関心のある人 

活 動 内 容 
「ふるさと納税のＰＲ・募集」→「寄附の受付」→「特産品返礼」→

「基金への繰り入れ」 

目的・成果 

本市を応援していただける方に「本市を知ってもらう」「本市の特産品

を知ってもらう」「体験してもらう」「リピーターとなってもらう」と

ともに、より多くの寄付額を得て、本市事業の財源を確保する。 

 

評 
 

価 

A ・コト消費を対象にするなど、返礼の選択肢を増やす検討をし

てぜひ継続してほしい。 

Ａ：９人 Ｂ：０人 Ｃ：０人 Ｄ：０人 

評
価
委
員
か
ら
の
意
見
等 

・ 寄付金額がとても多く、貴重な市の財源確保になっている。 

・ 返礼品はほとんどが食品とのことだが、にかほ市で頑張っている小さい企

業もたくさんあるのでぜひ活用してもらいたい。また、商品開発に取り組

んでもらい、安くて良い商品を全国発送し、ＰＲしてもらいたい。 

・ 返礼品としては別の返礼の仕方も検討してほしい。最近スケボーパークが

建設されたが、例えばそのクラウドファンディングに寄附された方に返礼

として名入れをするだとか、またはふるさと納税の返礼でも観光チケット

として宿泊やレストラン券などを送るやり方や、ネイガーを１日着る体験

といったような案も考えられる。 

・ 国の規定で厳しい条件があるようだが、今後も継続してぜひ増収を目指し

てほしい。 

 

 

 

 



 


